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被害状況の説明をする上田町長、説明を受けられる西国大臣・国土庁の方々。

西田大臣被災地規察で帰県
台
風
十
九
号
の

被
災
地
を
訪
問

十
月
二
十
九
日
、
国
務
大
臣
西
国
国
土

庁
長
官
が
、
台
風
十
九
号
に
よ
る
災
害
の

被
災
地
視
察
の
た
め
帰
県
さ
れ
ま
し
た
。

西
田
大
臣
は
同
日
午
後
、
国
土
庁
の
鹿
島

防
災
局
長
外
六
人
を
伴
っ
て
愛
媛
県
入
り

さ
れ
、
松
山
で
伊
賀
知
事
か
ら
県
内
の
被

害
状
況
の
報
告
を
受
け
ら
れ
た
後
、
県
の

災
害
関
係
各
部
局
長
ら
と
と
も
に
、
今
回

被
害
の
大
き
か
っ
た
松
前
町
、
伊
予
市
、

双
海
町
、
長
浜
町
を
訪
れ
ら
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
上
田
町
長
か
ら
被
害
状
況

の
説
明
を
受
け
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
「
国

と
し
て
も
、
各
市
町
村
の
被
害
状
況
を
踏

ま
え
、
可
能
な
限
り
の
対
策
に
取
り
組
み

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
同
大
臣
は
三
十
一
日
ま
で
滞
在

さ
れ
、
中
島
町
、
吉
田
町
、
八
幡
浜
市
な

ど
被
害
の
大
き
か
っ
た
市
町
村
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。
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台風19号の被害一一

台
風
暗
号
の
温
威

町
内
に
多
く
の

被
害
を
も
た
ら
す

九
月
二
十
七
日
、
愛
媛
県
を
襲
っ
た
大
型
で
強
い
台
風

十
九
号
は
、
中
・
南
予
地
区
の
海
岸
部
を
中
心
に
猛
威
を

ふ
る
い
ま
し
た
。

当
町
で
も
、
こ
の
大
型
台
風
は
、
最
大
瞬
間
風
速
五
十

七

M
を
記
録
し
、
ま
た
、
異
常
な
高
潮
に
よ
っ
て
床
下
三
一

十
戸
・
床
上
十
五
戸
の
家
屋
が
浸
水
す
る
な
ど
、
多
く
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

農
業
関
係
で
は
、
み
か
ん
ハ
ウ
ス
の
破
損
ゃ
、
王
と
し
て

果
樹
の
落
葉
等
の
被
害
、
水
産
関
係
で
は
、
養
殖
施
設
の

破
損
等
、
ま
た
、
漁
港
施
設
関
係
で
は
、
青
島
漁
港
施
設

の
倒
壊
な
ど
、
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
全
て
の
被
害
を
合
わ
せ
る
と
総
被
害
額
は
八
億

六
千
百
二
十
一
万
四
千
円
に
お
よ
び
ま
し
た
。

大きな被害を受けた青島漁港

波浪のため崩壊した青島の防波堤波浪のため倒壊した青島の防潮堤

強風のため破損したみかんハウス

強風のため落葉したキウイ

状況

被害区分 被 呈仁コ三 概 要 被 盆仁コ三 額

床上浸水(青島地区)

住宅10棟診療所他 5棟

建 物 被 害
床下浸水(長浜地区) 25棟

(出海地区) 5棟

一部破損 2棟

公共建物 3棟その他12棟

農作物被害

水稲 25ha 果樹 338ha

農林水産 果樹(樹体) 67ha 
287，440子円

施設等 園芸関係

(みかんハウス等) 34件

水産関係被害 8件

青島漁港施設

漁港施設
西防波堤延長Lニ 84.5m

565，000千円
物 1~言 場 L=35.4m 

防 浮』 堤 Lニ 10.0m

文教施設 長中相撲場全壊他 5か所 3，824千円

青島地区水道施設送水

そのイ也の ポンプ 2台 (2.2KW)
4，950千円

公共施設 青島消防詰所全壊

街灯 5か所
Zロ』 計 8 6 1， 2 1 4千円

宜口被ロぢ風 19A 
口
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…
一
二
つ
以
上
の

一
一
年
金
を
受
け
ら
れ
る
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
ぷ
…

昭
和
六
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た
新
年

金
制
度
で
は
、
全
国
民
を
対
象
と
し
た

基
礎
年
金
制
度
を
導
入
し
、
「
一
人
に

一
つ
の
基
礎
年
金
」
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
及
び
寡
婦

年
金
が
重
複
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金
保
険
及
び
共

済
組
合
は
「
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
」
の

制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
以
上
の
年
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
場
合
は
、
本
人
が
希
望
す
る
一
つ

一一年金関係・文化措討委員会・人権限

今
年
の
一
学
期
に
自
然
の
家
へ
行

き
ま
し
た
。

よ
そ
の
学
校
の
人
と
い
っ
し
ょ
の

は
ん
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
ん

の
A
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
、
私
は
ほ
か

の
ご
人
と
「
し
ゃ
べ
ら
ん
ね
。
」

「
お
と
な
し
い
。
い
つ
つ
も
人
に
く
っ

つ
い
て
だ
れ
と
も
遊
ぼ
う
と
せ
ん
け

ん
い
や
ね
。
」
な
ど
と
悪
口
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。

悪
口
を
言
っ
て
い
る
時
は
平
気
で

一
言
っ
て
た
の
で
す
が
、
後
に
な
っ
て

そ
の

A
ち
ゃ
ん
が
知
っ
て
、
ど
ん
な

に
、
き
ず
つ
い
た
か
と
思
う
と
、
今

に
な
っ
て
も
反
省
し
て
い
ま
す
。

私
が
、
「
A
ち
ゃ
ん
い
っ
し
ょ
に

遊
ぼ
う
。
」
と
い
っ
て
も
だ
ま
っ
て

の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
他
の
年
金
は
支

給
停
止
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
「
選
択
申
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
の
支
払
い
が

保
留
に
な
っ
た
り
、
共
済
組
合
等
か
ら

年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
過
払
い
が

発
生
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

届
け
は
速
や
か
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
社
会
保
険
事

務
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

固
い民
で年

あ22金
り品、{呆
ま 4LI諭
せは料

んの
カ、

人
生
八
十
年
時
代
と
な
り
、
ま
す
ま

口 て A がのさき こ私すたもんりし
を A いち 、でびたそとが。こくのまま
言ちるや言すしくのを、私とっこしつ
つやのんわ。くな時書なはをっとたて
てんでのれそていのきか去知いを c 口
いはすこてれとし私まま年って「きも
る私。とい なて、はしはのてくお つき
こ達 をたのもか、たず人いるととい
とが 同 こにっか学。れ権た。な私て
を A じと去ら「校 に作ん」し達は
知ち ょを年か 7に さ文だなくがく
っゃ う、のつ与も れにとどて 、れ
てん に引私た一、行 た 同 思 ど い A な
、の言主 いいっちく

と悪 づて圏圃哩-ー園置掴掴まつつゃな

す
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
し
っ
か
り

と
し
た
老
後
へ
の
備
え
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
老
後
へ
の
備
え
と
い
え
ば
「
年

金
」
が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
は
、
六

十
五
歳
か
ら
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の

ほ
か
に
、
万
一
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
る
障
害
基

礎
年
金
ゃ
、
死
亡
し
た
と
き
に
遺
族
が

受
け
る
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
年
金
を
受
け
る
条

件
で
す
。

保
険
料
は
毎
月
納
め
る
の
が
原
則
で

す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
年
度
内
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
保
険
科
は
、

二
年
前
ま
で
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

て
も
つ
ら
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で

私
と
口
を
き
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
私
が
さ
れ
て
つ
ら

か
っ
た
こ
と
を
、
人
に
は
平
気
で
や
っ

て
し
ま
う
私
は
本
当
に
自
分
か
っ
て
だ

瞳轟通瞳語圏

悪

口

と
思
い
ま
す
。

あ
の
時
い
っ
し
ょ
に

A
ち
ゃ
ん
と
遊

ん
で
あ
げ
た
ら
去
年
の
私
と
同
じ
よ
う

な
つ
ら
い
思
い
を

A
ち
ゃ
ん
に
さ
せ
ず

に
す
ん
だ
で
し
ょ
う
。
去
年
の
自
分
の

国
民
年
金
の
制
度
は
、
働
く
世
代
が

お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る
「
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
で
す
。
毎
月
き
ち

ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い
く
こ
と
が
自

分
自
身
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
国

民
年
金
制
度
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め

の
大
切
な
こ
と
で
す
。

過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
今
一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

十
月
二
十
七
日
、
役
場
会
議
室
で
長

浜
町
文
化
検
討
委
員
会
委
員
の
委
嘱
式

つ
ら
い
思
い
出
を
忘
れ
て
い
た
私
は
、

A
ち
ゃ
ん
が
お
と
な
し
す
ぎ
て
と
っ
て

も
は
が
い
か
っ
た
の
で
す
。

だ
け
ど
そ
の

A
ち
ゃ
ん
が
、
私
が
ご

飯
を
全
部
食
べ
れ
な
く
て
困
っ
て
い
た

」
時
、
私
の
ご
飯
を
と
っ
て
全
部
食

一
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
A
ち
ゃ
ん

-
ご
め
ん
な
さ
い
。
」
本
当
に
A
ち
ゃ

一
ん
に
あ
や
ま
り
た
い
気
持
ち
で
す
。

一
あ
の
日
に
会
っ
て
、
な
か
ま
は

-
ず
れ
に
し
て
し
ま
っ
て
あ
や
ま
る

し
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
作

文
を
書
き
な
が
ら
と
て
も
反
省
し
て
い

ま
す
。A

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
親
切
で
や
さ

し
く
、
勉
強
が
で
き
な
く
て
も
、
ス
ポ
ー

ツ
が
に
が
て
で
も
、
人
が
悪
口
を
言
つ

小学五年生

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

要
請
を
広
く
反
映
さ
せ
、
潤
い
と
活
力

と
魅
力
あ
る
「
未
来
の
長
浜
づ
く
り
」

の
た
め
、
里
づ
く
り
・
町
守
つ
く
り
・
心

づ
く
り
を
推
進
し
、
合
わ
せ
て
町
民
の

皆
さ
ん
が
望
ま
れ
る
文
化
の
薫
る
町
を

き
ず
く
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
通
り
で
す
。

久
保
七
郎
(
七
七
・
長
浜
)
金
橋
通

朝
(
七
七
・
長
浜
)
満
野
公
介
(
七
四
・

長
浜
)
二
宮
進
(
六
八
・
戒
川
)
中
野

喜
代
一
(
五
八
・
下
須
戒
)
山
崎
康
郎

(
五
四
・
長
浜
)
清
水
禎
子
(
四
九
・

白
滝
)
武
田
節
子
(
四
二
・
沖
浦
)
菊

地
秀
明
(
一
一
一
七
・
櫛
生
)
松
田
裕
之

(三

0
・
櫛
生
)

(
敬
称
略
)

て
も
や
さ
し
い
心
で
せ
っ
す
る
人
に

な
り
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
悪
口

を
言
っ
て
い
る
人
に
注
意
が
で
き
る

人
に
な
り
た
い
の
で
す
。
「
A
ち
ゃ

ん
私
は
、
あ
な
た
に
、
と
て
も
悪
い

こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
、
あ
な
た
の

心
を
き
ず
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。
」

みんな仲良くネ f
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現在長浜町の財政
財政状況の公表

長浜町の財政事情の作成および公表

に関する条例により 3年度 9月末現

在の財政状況を公表します。

3年 12月 長浜町長上田邦彦

歳出(使うお金) (単位:千円)

億円 5

日目
4 

予算額 執行額

3 使す
つで

予定 使に

2 のつ
金た
額金

額

l 

h 円

費目別 議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農産林業水費 商工費 土木費 消防費 教育費 復災旧害費 公債費 予備費 言十

予算額 74，785 1，431，027 685，070 480，842 2，019 751，507 97，274 957，934 140，178 515，687 345，897 779，301 20，937 6，282，458 

執行額 36，019 341，731 270，851 117，949 868 137，901 17，049 60，744 76，570 246，178 39，890 368，972 。 1，714，722 

(執行率) 48.2 23.9 39.5 24.5 43.0 18.3 17.5 6.3 54.6 47.7 11.5 47.3 。 27.3(%) 

国民健康保険

Adミよる予算額 1，018，649千円

欄接収入済額 395，794千円

にi'1'~ 支出済額 引 05千円

老人保健

正事!..ef，'¥予算額 1，097，906千円

瓜羽1マ 収入済額 451，940千円

おf-!:!J 支出済額 452，245千円

額

額

額

一

一

文

月

文

H

i

入

出

予

収

支

水道事業会計

収益的収入済額

収益的支出済額

103，200千円

81，223千円

国民健康保険直営診療所

協予算額
-/W，J収入済額

(JJn;.支出済額

住宅新築資金等貸付事業

f弘予算額 33，733千円

4乙誌がジ 収入済額 6，462千円

|問問百寸‘支出済額 9，911千円

工業用水道事業会計

収益的収入済額

収益的支出済額

12，003千円

11，541千円

税別収入状況
(単位千円)

税 種 日目 予算額 収入済額

町 民 税 252，402 129，050 

固 定 資 産 税 225，307 139，801 

軽自動車税 12，490 13，292 

たばこ税 40，977 24，257 

特別土地保有税 l 

メ口与 計 531，177 
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平成3年震9月末
整ヨ

入(はいるお金)歳(単位:千l'1) 

4 

億円

髄聾覇聾喜劇

維
新
の
繕

明
治
維
新
に
大
急
な
役
割
を

果
た
し
た
吉
村
虎
太
郎
と
坂
本
龍
馬
は
、

土
佐
孫
を
脱
落
し
て
予
土
国
境
を
越
え
、

大
洲
滞
長
浜
の
冨
屋
金
兵
衛
宅
(
本
町
了

冨
田
速
夫
宅
)
に
泊
り
、
江
湖
の
川
港
か

ら
周
防
に
渡
っ
た
n

一
時
に
文
久
二
年
三

八
六
二
年
)
一
二
月
、
虎
太
郎
二
十
五
煮
、

龍
馬
一
一
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

土
佐
で
は
、
今
年
も
全
国
の
龍
馬
フ
ァ

ン
を
集
め
て
「
龍
馬
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

龍
馬
全
凶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
つ
く
り
を
目
指

し
て
、
龍
馬
フ
ァ
ン
の
集
い
、
龍
馬
フ
ァ

ン
大
懇
親
会
、
龍
馬
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
龍

馬
遺
跡
体
験
ツ
ア
l
(
市
内
龍
馬
コ
l
ス
、

龍
馬
脱
藩
コ
!
ス
、
慎
太
郎
コ
l
ス
)
が

行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
坂
本
能
馬
の
人
気
は
、

全
問
に
ま
た
が
っ
て
い
る
し
、
日
本
人
全

体
の
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
ふ
。

幕
末
の
陰
の
立
役
者
「
坂
木
謹
馬
」
は
、

並
は
ず
れ
た
発
怨
と
行
動
力
で
、
「
天
衣

無
縫
」
「
風
雲
児
」
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。

慶
応
三
年
三
八
六
七
年
)
三
十
一
二
歳
で

暗
殺
さ
れ
て
以
来
、
百
二
十
四
年
に
な
る

が
、
龍
馬
法
今
も
若
者
た
ち
を
中
心
に
、

圧
倒
的
な
人
気
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

新
入
者
往
来
社
の
大
出
編
集
局
長
も
龍

馬
フ
ァ
ン
で
あ
る
が
、
「
龍
馬
は
革
命
的

資
質
を
持
っ
た
人
間
で
、
詩
的
行
動
者
、

問
答
さ
れ
た
現
代
人
に
と
っ
て
、
彼
の
よ

う
な
白
山
人
は
あ
こ
が
れ
だ
」
と
語
っ
て

い
る
。こ

の
人
気
の
秘
需
は
ど
う
か
、
ま
ず
世

界
性
で
あ
る
。
龍
馬
は
、
藩
と
い
う
ひ
と

つ
の
問
を
抜
け
出
し
、
世
界
を
相
手
に
し

よ
う
ー
と
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
現
実
性
、
龍
馬
の
A

泥
沼
山
は
盟
論
ば

か
り
で
な
く
、
ど
う
会
を
併
り
て
ど
う
商

売
す
る
か
を
考
え
て
い
だ
。

〔
一
取
後
に
ア
マ
チ
ュ
ア
性
、
龍
馬
は
、
素

人
か
ら
出
発
し
て
、
政
治
、
経
済
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
の
三
点
は
、
戦
後
の
日
本
人
の
精
神

と
重
な
っ
て
い
る
為
、
龍
馬
の
本
が
読
ま

れ
て
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

伝
記
本
の
人
気
第
一
は
西
郷
隆
盛
、
次

い
で
、
織
田
信
長
や
坂
本
龍
馬
で
あ
る
が
、

龍
民
は
親
し
み
が
持
て
、
生
き
て
行
く
支

え
に
な
る
。
龍
馬
精
神
は
、
現
代
を
生
き

ぬ
く
為
に
も
役
な
っ
し
、
ま
た
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

人
生
の
指
南
役
で
あ
る
と
同
時
に
、
熱

狂
的
崇
拝
の
対
象
と
し
て
、
研
究
者
ば
か

り
で
な
く
、
高
校
生
を
は
じ
め
、
一
般
の

龍
馬
フ
ァ
ン
が
、
龍
馬
全
集
や
「
龍
馬
が

ゆ
く
」
を
買
っ
て
読
む
。
青
春
ド
ラ
マ
の

ひ
と
つ
と
し
て
読
み
、
人
気
は
衰
え
そ
う

に
な
い
。

龍
馬
ゆ
か
り
の
地
に
銅
像
や
記
念
碑
が
、

十
数
か
所
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

見
本
に
し
て
、
龍
馬
・
虎
太
郎
出
港
の
川

港
に
(
維
新
の
港
」
の
碑
を
建
立
し
、
長

浜
町
民
の
心
を
奮
い
立
た
せ
、
町
一
一
つ
く
り

に
遇
進
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・
久

保
七
郎
)
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怠
動

そ
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
が
、

次
の
よ
う
に
段
階
的
に
変
わ
り
ま
す
。

主
な
改
正
京
・
:
一
部
負
担
金
が
段
階

的
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

医
療
機
関
で
受
診
な
ど
し
た
と
き
、

段階的に改正される一部負担金

段階区分 外来(1か月につき) 入院(1日につき)

平成 4年 1月1日から
900円 600円

平成 5年3月31日まで

平成 5年4月i日から
1 000円 7 0 0円

平成 7年3月31日まで

平成 7年4月l日から
消費者物価の変動にスラ 消費者物価の変動率にス

イドして改定します。 ライドして改定します。

支払いの方法
毎月最初の診療日に支払 入院した日数分だけ支払

います。総合病院では診 います。

療科ごとに、病院・診療

戸三ζ， イ寸
所が違えばそれぞれ別々 安住民税が非課税で老齢

に支払います。また、別 福祉年金を受けている人

の病気のときでも、同じ は、 l日300円を 2か月

病院であれば2度支払う 間だけ支払います。

必要はありません。

J

R
四
国
予
讃
本
線
対
策
協
議
会

(
長
浜
町
、
大
洲
市
、
双
海
町
、
保
内

町
)
で
は
、
沿
岸
住
民
の
皆
さ
ん
に
海

た:事量子キ
~ ~… で己人 十

五品詞 fがヲ
五円寝台不
言空警 ι哩{要
三二品化 Lこ
主利す 1 
陳用る
'1'青 Lこと

を即共

き用をもし等利いばさらも国 まま置土一 上動利 後乗市月続
言ま頂合「て、用か存れゆ減が当しすさ・日ま灘信用更大り聞のけ
宣すき言み参サ客と続まる便本協た不れ日七たの号者に変換の夕、て
汗よ、葉んり lの心さす合、路議。便な・時、各化の、不え電イ い
キ1]).ムう利になまビ利配えし理ワ線会 をい祝問い駅に j成今イ更が化ヤ ま
弓お用、がすス便しも、化ンのと 強等日三ょが伴少回を必に改す
ど願客ぜ乗ののにて難利をマ存し い利に f長 無 い と の 強 要 伴 正。
未いのひつで向即いし用進ン続ま ら用つ分浜人、上ダいにいで し
半し増、て、上しまく者め列をし れ者いの駅化い灘ィらな、はか
すま加海守町にたすなのる車理て るにて駅にさよ・ャれる伊、し
必、すを岸手民つダ o る減この出は ことは員つれ白皇改て等予北、
一。図線つのいイ今の少と増に、 とつ駅配いま滝岡正い、市条昨
完 つを告皆てヤ 終でがが使、 J にて貝置でし・間でま民駅・年

里 最高善之主主lRZ存五ま2E fi直てヘセ:zlそてZZ宇土
/を口¥ 曹詞E曹 cr.告士

繁 頼 V 上臨時間 付加 [/aヨ bU主主 ら行ル十
武久長 阻畠組組 、::_;;;T lII'Ii品量a れわで月

フ・保浜 たれ平三
タマ熊)マミア田 T f付 次を れら 繁金 た四ご、成十
コキ男 T LIlコキ治山謙 V の迎なま祝夫婚式。組夫今三ー
マ ヱ・松田マコ郎木古漬方えおし状妻者で の婦年年日
梅(春下忠池マ J数・上々ら、たとにをは 方二結皮
木 今栄武雄田石セ雄政仙でれ今。記上代、 が十婚の町
綾坊 ( 晴 ・徳回全・子育す p 年 念田表金 出七五金体
俊)黒・フ重重三ミ~ 0 ''--結 品 邦し婚 席組十婚育
. v 田喜ミ・ 次 ￥ ッ 以 島 工婚 が 彦て者 さ中年祝館

ZZ)吾ヱ=i'-f，!s童手在季 語幸 喜EZ罪 2J五まま
ル宗林阜瓦♀ス JL山ろ竹 円年 さか宗時 し十えが 1

女平成 3年12月31日までは、現行のままで、外来800円/月、入院400円/日。

屋Z
Z 
医己

直

柴
俳
句
グ
ル
ー
プ

更
衣
す
る
度
痩
せ
て
母
愛
し

徳

田

静

子

天
高
し
鎚
音
山
に
こ
だ
ま
し
て

柴

中

年

栄

カトレア

葉
巻
虫
稲
の
葉
橿
い
巣
鐘
れ
り

清
水
よ
し
子

表
替
明
る
く
な
り
し
秋
座
敷

坂
井

良
E首

こ
ん
に
ゃ
く
を
挟
ん
で
走
る
運
動
会

新

満

穂

帰
省
子
の
荷
物
一
日
早
く
着
く

小
西
か
め
子

逝
く
人
や
遠
く
か
な
し
き
彼
岸
花

坂
井
喜
久
子

荒
れ
畑
み
ぞ
そ
ば
一
人
誇
り
お
り

窪

美

恵

子

野
に
な
に
か
弾
け
る
音
を
秋
と
聞
く

都

築

一

子

稲
刈
る
や
モ
ン
ベ
の
母
は
稲
匂
ふ

林

{

疋

子

(
以
上
働
生
)

V
水
田
清
市
・
マ
ツ

子
マ
河
野
貴
・
久
子
(
以
上
出
海
)

V
藤
田
栄
一
・
フ
サ
子
マ
寓
代
清
則
・

ナ
ガ
ヨ
マ
仲
岡
光
雄
・
カ
ツ
ミ
マ
神

山
利
治
・
チ
ヅ
カ
(
以
上
下
須
戒
)

V
菊
地
正
雄
・
イ
ヨ
コ
マ
菊
地
勲
・

ヨ
シ
ヲ
(
以
上
穂
積
)
マ
谷
浦
一
夫
・

カ
ズ
コ
マ
松
岡
兼
次
・
ト
シ
コ
マ
仲

井
満
直
・
オ
サ
ノ
(
以
上
上
老
松
)

V
菊
地
賓
・
ツ
ユ
コ
マ
上
回
虎
雄
・

キ
ヨ
コ
(
以
上
豊
茂
)
マ
束
通
頼
・

き
よ
(
戒
川
)

金婚者を代表して祝状を受ける石内夫妻
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F

d
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Y
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十
十
一
月
の
一
一
か

V
賀
圏

p

一
間
一
一
七
町
村
お
」

民一一一昨…①

大きいぞ~ (26年ぶり復活の牛鬼・櫛生)

このぐらいかな?
(白米重量あてクイズに

チャレンジー文化祭) 。
ま

きれいねえ~(たくさんの
すば、らしい展示物・文化祭)

つかまえた! (魚のつかみどりで
大物キャッチ・文化祭)

ワッショイ fワッショイ(小学生
によるみこしかつぎ・白滝)

園圃居留

。し おいしいよ~(婦人会によるバザー
櫛生)のこった fのこった!(腹すもうで頑張る

小学生・豊茂)

まつりを盛り上げる行進
(小学生によるパレート・櫛生)

のこった!のこった(奉納ずもうで
頑張るチビッコたち・出海)

し、らっしゃい fいらっしゃい f

(新鮮な野菜販売・豊茂)
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マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と

j
ち
び
っ
こ
防
火
パ
レ
ー
ド
j

十
一
月
十
二
日
、
本
町
通
り
で
長
浜

幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
園
児
と
関
係
者
合
わ
せ
て

約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動

行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

園
児
ら
は
火
消
し
に
扮
し
て
「
火
の
用

心
」
を
呼
び
か
け
て
パ
レ
ー
ド
を
行
っ

た
後
、
代
表
者
三
人
が
上
田
町
長
に
防

火
宣
言
を
行
っ
た
。

イ
モ
掘
り
な
ど
の

体
験
学
習

j
白
滝
小
で
収
穫
祭
l

十
一
月
五
日
、
白
滝
小
学
校
で
収
穫

祭
が
行
わ
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
や
う

ど
ん
作
り
を
行
っ
た
。

こ
の
収
穫
祭
は
、
苗
植
、
収
穫
、
料

理
と
普
段
家
庭
で
は
学
べ
な
い
農
作
業

や
う
ど
ん
作
り
を
班
編
成
で
学
習
し
、

体
験
を
通
じ
て
自
主
性
と
協
調
性
を
身

に
付
け
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

初
め
て
の
体
験
学
習
に
児
童
た
ち
は
楽

し
そ
う
だ
っ
た
。

大きなサツマイモを 4人で

江
戸
の
笑
い
を

満
喫

5
文
化
庁
移
動
芸
術
祭

i

十
月
二
十
五
日
、
町
体
育

館
で
文
化
庁
に
よ
る
平
成
三

年
度
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
の

寄
席
芸
能
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
優
れ
た
舞
台
芸

術
を
低
料
金
で
よ
り
多
く
の

青
少
年
の
体
験
学
習
を

i
北
本
市
教
育
委
員
来
庁
j

まとい衣装で火の用心 f

十
月
十
四
日
、
埼
玉
県
北
本
市
教
育

委
員
が
来
庁
し
、
役
場
会
議
室
で
長
浜

町
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
北
本
市
が
当
町
に
お
け
る

青
少
年
の
体
験
学
習
を
視
察
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
長
浜
小
・

中
学
校
が
体
験
学
習
を
発
表
し
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

方
々
に
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
春
風
亭
柳
昇
や
三
笑
亭
夢

楽
の
落
語
に
大
勢
の
観
客
で
埋
ま
っ
た

会
場
は
、
笑
い
の
渦
で
包
ま
れ
た
。

活発に行われた意見交換

F 一一一一一一H ー H ー.._..ーH 一一一一一一一一一一寸と方精の{役す定付のに年式

111327Z32Tケを了よそ1227F i f主事聖書喜一主主清守主主語
出話?ZjllZTム霧3作JJTJf h |君主雲建計量主主ご喜f竺雪語

このあらしは、大洲盆地と伊予灘の夜間 み iさ精とが制にええるけた日旅者
の温度差によって発生するもので、寒冷多 ヲ:2 ~れ神守し「度お手を療る。か客に
湿なこのあらしは、ほとんど毎朝のよう γ 叫 ~i ま薄、 A の尋続行育たこら運対

"，Jf1[ ψ!す弱同」内ねきう手めの実賃す

!?2?とピャーを神秘…界肱宅 14rz査会三野市計長
また、あらしの中で揚々と見える大橋や i第し「を療さいがつ 、割れ制客

:山々などは、その姿をまるで誇示している )刑rrど 1し一て B 第 育 い f あ恥しいミ既引る度鉄

| カ勺2r口手み品尋」車霊E位否詰取主誤記雪官丸出tロ叩弘L官込L￥記手
景、 i港巷が一望できる公園、f凡「悶B肱友幻}川|川lあらし展望 芳、

|公園Jは平成 5年の完成予定である。 り <<V 1各 度旅場客第も空と以利及薄に道道神
_'> I社詳が客合各二に機と上用ぴ弱五を株薄

i謀議言説治起訴主主主言らり i長t清君主2霊五五色言Z産主計官会望
| 選{ 設震 設議委敬三重忌長話議 ~ 1尋はさ社割国神五用航一場営単②す社 が
き雪雲 議挙互いで三議議総主宰犠議 ::::-1ね、れに五内薄分す空種合鉄独第る(介

同議議議詰議議議議翠総額し睦 i会話fZ説書記特需主将走者よ著
i譲翠議議議議議議議議窓際議露 呈fl. 1さ券合て⑤空が満合各薄割百客及と

療機欝議機議議議議務総露議懇銭議藤誠緑樹議議 :t::: Iいをがもそ機単十 i社弱弓|ロキ鉄び介及とi般鞍轍縁鱗瀦麟機騒繍鑑泌総受 編:。購あ運のを独二介の者③よ7道第護び も
議議選議議離錦織灘麟輯鱒議議 .:.:.::/ I 入り賃他利で歳護国が満を株二者各に

i轟轟轟轟轟轟轟欝醸璽議讃重量 ! すま割?用航以者内介十超式種と民旅
薗盟園田園圏直睡書置瞳醸瞳魁議懇畿趨盤溢滋湿箇箇閤 l るす引とす空上と線護二え会精と営 客
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白
右
君
ら
寵
勝
!

j
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
j

ト
月
十

L

一
ハ
日
、
長
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

平
成
三
年
度
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
が
聞
か
れ
、
男
女
合
わ
せ
て
十
四
競

技
約
百
人
が
記
録
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

。
大
会
新
記
録
。
大
会
タ
イ
記
録

子

間
関

{
六
十

M
一
∞
一
白
石
貴
之
(
大
和
)

9

秒
0
②
玉
井
健
太
郎
(
長
浜
)

9
秒
3

③
西
岡
慎
也
(
櫛
生
)
9
秒
4

{
百
げ
}

①
柳
生
幸
司
(
長
浜
)
は
秒
4
①
白
石

膏
一
之
(
大
和

)
μ
秒
7
③
水
田
桂
一

(
向
海
)
日
秒
6

一六

+
M
ハ
ー
ド
ル
}

①
久
井
栄
二
(
大
和
)
叩
秒
4
②
堀
田

拓
司
(
出
栴
)
日
秒

2
③
友
淳
祐
治

-9ー

ー;歳です.:1.ンヲヱ晶、手吠
のぞみ

松田望ちゃん(下須戒)

(
長
浜
)
日
秒
4

一
走
幅
跳
一
①
菊
地

誠
(
大
和
)
3
M
M山
②
西
岡
慎
也
(
櫛

生
)
3
U
H
③
藤
岡
誠
(
喜
多
灘
)

3

M
川
口
{
走
高
跳
一
①
後
藤
祐
樹
(
山
山
海
)

I
M却
⑦
(
呂
同
孝
次
(
長
浜

)
I
M
却

③
山
本
次
朗
(
戒
川
)

1

H

川
日
一
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
一
①
増
田
敏
和
(
豊
茂
)

印
い
川
口
②
西
山
俊
明
(
戒
川
)
町
M
M

訂

③
浦
上
孝
太
(
長
鋲
)
日
計
四
一
四
百

M
リ
レ
l
}
O①
長
浜
(
司
上
井
・
池
田
・

友
淳
・
柳
生
)
日
秒
i
②
大
和
1
分
。

秒
4
③
出
海
1
分
3
秒
。

女

子

一
六
十
が
一
①
久
保
真
由
美
(
長
浜
)

9
秒
6
②
矢
野
順
子
(
大
和
V

9
秒

9

③
山
本
あ
か
ね
(
櫛
生
)
叩
秒
3

{
百

川
}
①
村
上
こ
ず
え
(
大
和
)
日
秒
4

②
久
保
真
由
美
(
長
浜
)
日
秒
6
③
宮

田
裕
子
(
喜
多
灘
)
国
秒

5

一
六
十

釘
ハ
ー
ド
ル
}
O
m
w一
村
上
こ
ず
え
(
大

女
の
子
な
の
で
、
や
さ
し
い
響
き
の
名
前
が
い
い
な
あ

と
考
え
ま
し
た
の
い
つ
も
希
望
を
持
っ
て
い
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
と
、
待
ち
望
ん
で
い
た
女
の
子
が
、
生
ま

れ
た
と
い
う
こ
と
で

d
デ
と
名
付
け
ま
し
た
。

三
れ
か
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
で
人
に
鍛
え
ら
れ
、
守
ム
ノ

れ
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
い
つ
も
い
き

い
き
と

輝
い
て
、

感
性
豊

か
な
子

に
育
っ

て
ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。

(
父
日
重
義
さ
ん
・
母

H
仁
美
さ
ん
)

和
)
叩
秒
2
②
馬
場
あ
ゆ
み
(
長
浜
)

日
秒
4
③
上
満
尚
美
(
白
滝
)
日
秒
7

{
走
幅
跳
}
①
矢
野
順
子
(
大
和
)

3

M
日
②
明
智
真
弓
(
長
浜
)

1

H

川却

①
山
本
あ
か
ね
(
櫛
生
)

3
日
目
{
走

高
跳
一
①
田
上
久
美
子
(
白
出
)
1
M
川

目
④
尾
上
由
香
里
(
大
和
)

1
幻
日
③

和
左
田
佳
織
(
長
浜
)
1
M
5

一
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
一
①
久
保
田
ミ
チ
ル

(
長
浜
)
U
M
M
訂
②
岡
田
千
春
(
大
和
)

udU乱
③
深
井
佳
杭
一
、
喜
多
灘
)
U
U
H
M

4

{
四
百
げ
リ
レ
l
}
①
大
和
(
矢
野
・

村
上
・
渡
壁
・
二
宮
」

1
分
2
秒
5
②

白
滝
1
分
5
秒
ら
③
櫛
生
1
分
6
秒
6

長
浜
小
が
四
百
灯

リ
レ
l
で
大
会
新
1

1
郡
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

i

平成 2年12月12日生まれ

十
月
二
十
三
日
、
長
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
平
成
三
年
度
零
多
郡
小
学
校
陸
上
競

技
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
な
お
、
長

浜
小
が
四
百
日
リ
レ
l
で
大
会
新
記
謀

を
マ
ー
ク
す
る
な
ど
、
町
内
小
学
生
の

健
闘
が
巨
立
ち
ま
し
た
。

。
大
会
新
記
録
。
大
会
タ
イ
記
録

国
調
子
(
町
内
小
学
生
の
み

一
六
十
肘
一
①
白
石
貴
之
(
大
和
)

8

秒
6
②
玉
井
健
太
郎
(
長
浜
)

8
秒

9

{百

M
}
①
柳
生
幸
司
(
長
浜
)
日
秒

7
③
白
石
貴
之
(
大
和
)
比
秒
3

士八

十
町
ハ
ー
ド
ル
]
①
友
津
祐
治
(
長
浜
)

川
秒
1

{
走
高
跳
}
②
後
藤
祐
樹
(
出

海
)
1
M
州
諸
{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
一

②
増
田
敏
和
(
豊
茂
)
回
目
釦
③
西
山

俊
明
(
戒
川
)
出
い
ド
州
市
{
四
百

M
リ

レ
ー
一

O
①
長
浜
(
玉
井
・
池
田
・
友

浮
・
柳
生
)
日
秒
7

女

子

(

町

内

小

学

生

の

み

)

一
六
十
げ
一

ω矢
野
拍
子
(
大
和
)

9

秒
2
②
久
保
真
由
美
(
長
鋲
)

9
秒
3

{
百
口
一
一

ω村
上
こ
ず
え
(
大
和
)
比

秒
6
②
久
保
真
由
美
(
長
浜
)
比
秒
9

一
六
十
げ
ハ
ー
ド
ル
一

O
①
村
上
こ
ず

え
(
大
和
)
川
秒
0

{
走
幅
跳
}
②
山

本
あ
か
ね
(
櫛
生
)
3
M
U
M
③
矢
野
順

子
(
大
和
)

3
灯
油
{
走
高
跳
}
④
深

井
佳
代
(
喜
多
灘

~
l
u
目
{
ソ
フ
ト

ボ
i
ル
拒
げ
一
③
久
保
田
ミ
チ
ル
(
長

浜
)
立
げ

8

一
四
百
日
リ
レ

1
}
①
大

和
(
矢
野
・
村
上
・
渡
壁
・
一
一
宮
)

1

分
1
秒

2

久
保
千
代
康
さ
ん

1
勲
六
等
単
光
旭
日
章
綬
与

1

白
詰
の
元
町
議
会
議
員
、
久
保
千
代

慶
さ
ん
(
八
人
)
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
進
展
に
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
十
月
一
目
、
勲
六
等
単
光

旭
日
章
が
授
与
さ
れ
、
十
一
月
七
日
、

町
長
室
で
鳥
山
寛
八
幡
浜
地
方
局
長
か

ら
彰
状
と
勲
六
等
単
光
旭
日
章
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

村
上
滋
則
さ
ん

学
校
薬
剤
師
会
で
表
彰

十
一
月
六
日
、
奈
良
県
で
日
本
学
校

薬
剤
師
会
が
聞
か
れ
、
長
浜
の
村
上
滋

則
さ
ん
(
人
九
)
は
、
多
年
に
わ
た
り

学
校
薬
剤
怖
と
し
て
学
校
保
健
な
ら
び

に
学
校
薬
剤
師
の
向
上
に
尽
〈
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
校
庭
学
日
本
学
技
薬
剤

師
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表彰された村上さん

松
田
患
重
さ
ん

全
国
公
民
館
振
興
大
会

十
一
月
十
λ
日
、
東
京
都
で
全
国
公

民
館
振
興
大
会
が
開
か
れ
、
柴
の
松
田

忠
重
さ
ん
(
六

O
)
は
、
永
年
勤
続
公

民
館
職
員
と
し
て
、
士
山
里
邦
夫
全
国
公

民
指
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

単光旭日章を授与された久保さん

優
良

P
T
A
に
長
中

日
本
P
T
A
全
国
協
議
会

十
一
月
七
パ
目
、
東
京
都
で
(
社
)

日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
年
次
表
彰
式

が
聞
か
れ
、
長
浜
中
学
校

P
T
A
は、

優
良
P
T
A
と
し
て
、
一
二
浦
規
雄
日
本

P
T
A
全
国
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
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第

ご

吠

向

け

融
資
侍
開
始

住
宅
金
融
公
庫
四
国
支
庖

一
受
付
期
間
一
平
成
三
年
十
二
月
一
一
十

日
ま
で

{
融
資
限
度
額
一
住
宅
基
本
融
資
と
土

地
融
資
額
の
合
計
で
、
最
高
一
千
七
百

九
十
一
万
円
。

一
金
利
}
当
初
十
年
間
年
一
れ
・
四

M
T、

十
一
年
目
以
降
六
・
岡
山
一
ハ
ト

一
返
済
期
間
}
二
十
五
年
j
一
一
一
十
五
年

一
受
付
場
所
}
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
庖
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

てF成 3年12H1日発行

愛梗県年傘福祉協会では、第 3回

「年金住宅融資Jの受け付けを行っ

ています

利用できる方…厚生年金の加入期間

が 3年以ヒある )j

資金のf使吏臥しい、みち..

ン等の姶入及てがFご吋T増曽己改文主築条などの住宅改

良資金

融資手IJ率・・年 5.97%

返済方法・・元金均等返済又は元利均

等返済のいずれか選択

受付締切…平1&3年12月20日

詳しくは、(他愛媛県牛金福祉協会

(0699-41-7667) まで、お問い合わ

せください。

! マイホ ム資金は

|毛予金住宅融資

平成 3年度第3回受付開始

平成 3年12月号広報ながはま

長

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
四
国
支

出

(
O
八

七

八

二

五

1
0
五
一
一
)

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

十
二
月
一
日
現
在
長
浜
町
に
住
民
致

掃
し
て
い
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

又
は
療
育
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
カ

に
は
、
次
の
と
お
り
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

一
身
体
障
害
者
手
帳
一
一
・
一
一
級
の
方
・
:

五
千
円
V
三
・
同
級
の
方
:
・
四
千
円
V

五
・
大
級
の
方
:
二
二
千
円

一
療
育
手
帳
}
A
の
方
・
:
五
千
円

V
B

の
方
・
・
・
四
千
円

こ
の
見
舞
い
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

定
め
ら
れ
た
様
式
で
申
詰
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
付
け
は
、

十
二
月
一
日
か
ら
役
場
住
民
課
又
は
各

連
絡
所
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

φ
結
婚

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

婚

姻

時

年

齢

久
保
一
広
(
一
二
七
)

玉
井
花
子
(
四
一
一
)

松

原

幸

男

(

三

五

)

松
原
紀
美
代
(
三

O
)

4hzh住
山

浜市川川所

お
誕
生
お
め
で
と
う
り

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

上

老

松

宮

本

修

一

一

一

男

沖

浦

松

岡

幹

雄

長

男

長

浜

出

回

毅

二

女

長

浜

一

一

宮

克

官

一

一

火

柴

山

中

秀

俊

長

男

寄
付
採
納

O
戒
川
小
学
校

P
T
A
(
官
木
増
憲
会

長
)
・
:
上
皿
天
秤
二
台
・
鉄
製
ス
タ
ン

ド
一
基
・
直
流
電
圧
計
一
台
(
理
科
教

材
川
)
、
握
力
計
一
台
(
体
育
教
材
用
)

を
戒
川
小
学
校
へ
c

下
須
戒

西
村

勇

長
女

早遠洋児
陸唯紀則典名

お
く
や
み

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

石

井

儀

三

(

八

六

)

柴

菊

池

シ

ナ

ヲ

(

一

O
一)

白

滝

徳

山

松

森

(

九

四

)

出

海

坂

本

市

(

九

八

)

沖

浦

中

川

サ

ダ

子

(

八

一

)

豊

茂

宇

都

宮

チ

ト

セ

(

八

人

)

長
浜
高
崎
山
正
之
助
(
七
八
)

出

海

演

川

太

郎

(

五

一

二

」

柴

吉

本

ヒ

ザ

ヱ

(

八

七

)

働

生

清

水

サ

カ

ヱ

(

八

七

)

出

海

塩

什

ヒ

ナ

ヱ

(

一

O
一)

白

滝

久

保

キ

ク

ヱ

(

九

五

)

白

滝

白

石

伊

里

水

(

九

九

)

白

滝

治

家

ト

メ

(

九

六

)

昭 和J6年 12月 8日は太平洋

戦争開戦の記念 日である。あ

れから丁度満50年、主珠湾奇 i

襲攻撃が行われたのもこの日!

であり、同時に宣戦布告の語、

書 が発せられて以後この日は

毎年大詔泰載日 と称し戦争の

上気昂揚の為訓 練や行事が繰

りす丘、げられた。血もう一つ三

の12月 8日はお手尺逮HtJtの/Jx:I口
言正念の日である。ブッ夕、ガヤー

の菩提樹のドで座禅眠怨して

おられ/とお釈迦様が夜明けの

明星を見て忽然と悟りを聞か

れたのがこの fJで あ る 】 仏 教

ではどの日を記念して成道会

を設けたり、ヰ干に禅宗では蹴

八持心と称、し最も厳しい座禅

f年千子を千子ってこオ工にこたえよ

うとする。民間ではこの日を

八日ぶきと称し田楽瓦腐を喰

う風習があるっこれは 年中

についたl嘘をよ尭き揚ってしま

うという意味があるとされて

いる。 12月22日は冬至、この

日に南瓜を喰うと夏病みしな

いと言い伝えられている。こ

れらの風習は次第に薄れてき

ているが忘れでならぬのは火

災盗難の予防と交通安全。あ

わただしい師走 だが悲惨な事

故を未然に防いで本当に楽し

く輝かしい新春会迎えよう。
美
紀

一
一
編
集
後
記
畢

今
月
号
は
、
「
ま
つ
り
」
を
テ
l
マ

ι取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
文
化
祭
か

ら
各
地
域
で
の
ま
つ
り
の
様
子
を
、
多

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
(
も
し
か
し
た

ら
、
あ
な
た
が
メ
イ
ン
に
写
っ
て
る
か

も
:
・
。
)
そ
れ
ぞ
れ
個
性
と
特
性
を
生

か
し
た
ま
つ
り
ば
か
り
で
、
選
択
に
同

り
ま
し
た
が
、
今
年
登
場
で
き
な
か
っ

た
方
は
、
来
年
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一

か
月
と
な
り
、
公
私
と
も
(
ク
リ
ス
マ

ス
・
忘
年
会
な
ど
:
・
私
の
回
り
に
は
、

待
ち
こ
が
れ
て
い
る
人
が
多
い
。
も
ち

ろ
ん
・
:
)
に
わ
か
に
忙
し
〈
な
り
ま
す

が
「
締
め
く
く
り
」
と
い
う
こ
と
で
お

瓦
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
(
い
)

数

人口をふやしましょう

10月ン口比{t 前月との比較

11，209人 III人iJriy:
人口 (男 5，加人) (男 3人減)

丸一 5，963人 女 7人減

世帯数 i3，721世帯 3世帯減

帯世口人


